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我々は「児童の発達」を支える
現場同士での連携という立場を
取った。

そのため心理職の専門性を活用し、
“evidence based”な教育・支援を
テーマに展開している。
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我々は「児童の発達」を支える
現場同士での連携というカタチを
取った。

特に「児童の行動」に焦点を当て、
応用行動分析学(ABA)を活用した
“evidence based”な教育・支援を
テーマに展開している。

連携の中で浮き彫りになった課題
に対して、ITツールを用いて切り
込んだことも今回の連携の特徴の
1つである。



連携の中で我々が展開した教育・支援

◇放課後等デイサービスで行ったアセスメントを教育現場でも展開した

◇ABAの視点に基づいて授業をデザインした

◇困った行動について行動分析を行い、より適応的に授業参加ができるよう働きかけた

◇般化を促すため、学校と放課後等デイサービスで共通した標的行動を持ったSSTの実施
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育
・VRSST
・ICT教育
・集団生活指導

療
・アセスメント
・行動分析
・コンサルテーション



応用行動分析学（ABA）とは
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行動 褒められる 進んで行う

行動に対しての結果がその人にとってより好ましいものであると、その行動を繰り返す可能性が高ま
る。この好ましい結果（褒める）を行うことでその行動を増加させることを「強化」と言う。



ソーシャルスキルトレーニング（SST）とは

人が社会で生活する上で必要なスキルを身につけるための訓練
①教示 ②モデリング ③リハーサル ④フィードバック ⑤般化
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①教えてもらう
②見て学ぶ

③練習して・・・ ⑤自分でできる！④アドバイスをもらう



般化とは

獲得された適応行動（スキル）がSST実施場面以外の様々な場面
（場所・人・状況）でも使用できるようになること

→学校と放課後等デイサービスの連携の大きな意義
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学校でも・・・

大人にも・・・

家でも・・・

友達にも・・・
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自己紹介場面

正のフィードバック（強化）
授業の中で学んだ適応的な行動が増加
するよう働きかける

◇言語的な賞賛
◇視覚的な賞賛
◇感覚的な心地よさ

標的行動の般化を促すため、教室内とVRでのSST（異なる場面での学習）＋正のフィードバック

ABAの視点で行ったVRSST



根拠に基づいた評価①

①ロールプレイ時の行動観察
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③選択肢から傾向を把握

②視線データの傾向分析

療育と連携した評価
標的行動（距離感・目
線・声の大きさ）を具
体的に設定し，次回の
SSTに活かす



根拠に基づいた評価②

④対象注視時間の測定と評価
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評価で行動の般化を測定
標的行動の般化が促されてい
るかを確認すると同時に，測
定方法についても随時修正と
変更を行った



根拠に基づいた評価から支援へ
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根拠に基づいた支援
個別具体的に標的行動と定
めると同時に複数人の支援
者の言葉かけの統一を行う
正のフィードバックの強化
に繋がる



我々の抱える課題
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教育－福祉間連携のシステム化

教育現場と福祉現場の相互理解
放課後等デイサービス全体の

支援の質の向上

個人要因の排除→行政への介入の必要性

見立てや指導・支援計画の共有→標的行動の同定 市・地域全体での合同研修等の強化


